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世界 的 に 、 聖 書 の 黙示 録 を 思わ せる よう な 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 
が 起き て いる 








日 本 で は 、 武 漢方 面 か ら の 中 国人 観光 客 を 主 と す る 「 第 一 波 」 から 、 欧 米 な 
ど 海 外 か ら の 帰国 者 を 主 と す る 「 第 二 波 」 に 感染 の 構造 が 移り 、 現 在 は 全国 的 
に 感染 経路 不明 な 地域 が 散発 的 に 発生 し て お り 、 東 京都 な どの 都市 部 に 加え 、 
都市 部 以外 の 地域 に お いて も 、 都 市 部 か ら の 移動 等 に よる クラ スタ ー の 発生 な 
ど 、 感 染 拡大 が 見 られ る 。 

この よう な 状況 を 踏ま え 、 令 和 2 年 4 月 7 日 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 
策 本 部 長 (内 閣 総 理大 臣 ) は 、 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 (以下 「 法 」 
と いう 。) に 基づき 、 緊 急 事 態 宜 言 を 行い 、7 都府県 (埼玉 県 、 千葉 県 、 東京 都 、 
神奈 川 県 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 及び 福岡 県 ) を 、 監 急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 と 
し た 。 ま た 、 令 和 2 年 4 月 16 日 に は 、 上 記 7 都府県 と 同 程度 に 感染 拡大 が 進ん 
で いる と し て 、 6 道府県 (北海 道 、 茨 城 県 、 石 川 県 、 岐 阜 県 、 愛 知 県 、 京 都 府 ) 
を 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 に 加え る と と も に 、 全 都 道 府 県 が 足並み を そ 
ろ え て 感染 拡大 防止 の 取組 を 行う 必要 が ある と し て 、 全 て の 都 道 府 県 を 緊急 事 
態 指 置 を 実施 すべ き 区 域 と し た 。 

5 月 4 日 に は 、 未 だ 全国 的 に 、 相 当 数 の 新規 報告 数 が 確認 され て お り 、 今 後 
の 急激 な 感染 拡大 を 抑止 で きる 程度 に まで 、 新 規 感 染 者 を 減少 させ る た め の 取 
組 を 継続 する 必要 が ある こと な どか ら 、 引 き 続 き 、 そ れ ま で の 枠組 み を 維持 し 、 
令 和 2 年 5 月 31 日 まで 、 全て の 都 道 府 県 に つい て 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 
域 と し て 感染 拡大 の 防止 に 向け た 取組 を 進め て いく こと と し た 。 

5 月 14 日 に は 、① 感 染 の 状況 (疫学 的 状況 )、② 医 療 提供 体制 、⑨ 監 視 体制 
の 三 点 に 特に 着目 し た 総合 的 な 判断 の 下 、8 都 道府県 (北海 道 、 埼 玉 県 、 千 葉 
県 、 東 京都 、 神 奈川 県 、 京 都 府 、 大 阪 府 及び 兵庫 県 ) に つい て は 、 引 き 続 き 特 
定 警戒 都 道 府 県 と し て 、 特 に 重点 的 に 感染 拡大 の 防止 に 向け た 取組 を 進め て い 
く 必 要 が ある と し た 一 方 、 本 県 を 含む それ 以外 の 39 県 に つい て は 、 緊 急 事 態 措 
置 を 実施 すべ き 区 域 と し な いこ と と し た 。 
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急 事態 官 言 の 趣旨 を 踏ま え 、 感染 拡大 防止 の 効果 が 最大 限 発揮 され る よう 、 
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県 民 に 
陸生 
スク の 高い 都 道 府 県 に 
地域 へ の 往来 に つい 
また 、 や む を 得 ず 、 
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今 まで 滞在 し た 地方 自治 体 の 自粛 要請 の 趣 
来 県 後 2 週間 、 平 日 夜間 や 週末 の 不要 不 急 の 外 ! 
欧米 等 海外 か ら の 帰国 者 に は 、 自 宅 等 指定 され た 場 














検疫 の 要請 に 従う こと が 求め られ る 。 


新型 コロ ナウ イル ス 厚 生 労 働 省 対策 本 部 クラ スタ ー 対 策 班 は 、① 帰 
③ 新 た な 見 え に 
が 特徴 で も や り 、⑨③ の 典型 が 「 接 待 (接客 ) を 伴う 飲食 の 場 」 














染 事 例 の 増加 、② 相 次 ぐ 施 設 
0 
と 分 析 し て いる 。 
今や いつ どこ で で も 感染 の 可能 








性 ? 








は 本 年 5 月 14 日 
の 感染 状況 ( 








こ 応じ 、 衝 都 道 府 





、 特 定 警 戒 都 道 府 県 を は じ め と する 1 
将 定 舗 式 都 道 府 県 を は し め と する f 
いる 方 に は 、 感 染 拡 大 を 防止 する た め 
\ て 控え る こと が 求め られ る 。 


感染 事例 、 


国 の 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 専門 

















全国 の 様々 な 地域 か ら 岩 手 




















目 対 的 に リス ク の 高い 都 道 府 県 と 





対 的 に リ 
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道府県 」、「 感 染 観察 都 道 府 県 」 の 3 








区 分 に 











テス へ 、 まま 
家 芸 議 





易 所 で 2 週 





方 に は 


5 感染 拡大 防止 に 向け 


自粛 な ど 慎 重 に 行動 する こ NN 


間 待 機 す る な ど 、 


くい クラ ス 








(以下 「 専 門 
月 14 日 の 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 活 症 対策 の 状況 分 析 ・ 


Me 


国 者 の 感 
ター か ら 





上 記 ①、②、③ が 要 注 意 で ある 。 


と いう 。) 
言 」 で 地域 





県 を 「 特 定 (警戒 ) 都 道 府 県 」、 
分 類 し て いる ( 末 











手 県 は 5 
施 し な が ら 、 











これ を 維持 する こと が 、 

















月 14 日 現在 「 感 染 観 祭 都 道府県 」 に 当たり 、 











本 県 の 基本 目標 と な る 。 











新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基 
密閉 ・ 密集 











ー シ ジ シャ ルディ スタ ンス ( 社 


= 本 は 、 県 





民 及 び 岩 手 に 





・ 和 密接 ( 近 距 離 で の 会 話 、 発声) の いわ ゆる 「 三 つの 密 」 
マス ク の 着用 や 丁寧 な 手洗 い を 励行 する こと で あり 、 
会 的 距離 )」 を 確保 する こと で ある 。 


その よう な 個人 の 行動 を 、 よ り 確 か な も の に する た め に 


行政 や 、 団 体 、 
有 し 、 感 染 」 
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プ で 


治療 を 行う と と も に 


2 S A 


FL - 


石 ゴ の 社会 経済 に 
化 が 予想 され 、 長 
持 が 求め られ る の で 、 
済 へ の 負 の 量 
個人 な どの あら ゆる 主体 が 、 
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県 民 の 命 と 健 








企業 、 地 域 な どの あら ゆる 主体 が 、 
スク 低減 の た め の 行動 を と る こと が 必要 で ある 。 
努力 が 実ら ず に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 場合 、 速 や か に 


と 響 を 抑え る た め の 対 策 も 重要 で あ 
平時 と は 異な る 生産 、 
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予防 の た め に 
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性 資料 参照 )。 
適切 な 感染 


対策 を 実 


こ 関 わる 全て の 人 が 、 











それ を 


、 周 囲 へ の 感染 拡大 を 防ぐ 体制 が 必要 で ある 。 





[会 活動 や 経済 活動 を 














する 社会 


る 。 


流通 


の 影響 を 及ぼ す 。 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 は 長期 
生生 展開 を 可能 
束 を 守る こと を 最 優 先 に し つつ 、 宝 
行政 や 、 団体 、 


会 の 力 、 





を 避け 、 


別 の 角度 か ら 言 えば 「 ツ 


は 、 個 人 の みな ら ず 、 
必要 な 情報 を 
また 、 
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把握 
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制限 し 、 





経済 力 の 維 





[会 ・ 経 








企業 、 地 域 、 





、 消 費 の 形 を 工夫 する 


必要 が ある 。 

















本 県 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 は 
人 
も の で ある 。 計画 に 沿っ た 事業 の か な り の 部 分 が 、 





能 性 が ある 。 




















、「 い わ て 県 民 計画 (2019~ 
ふる さと 振興 総合 戦略 」 と 、 目 指す 方 向 を 一 
延期 や 縮小 、 中 止 と な る 可 


に する 











世界 規模 で の 危機 的 状況 の 中 で 「 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 に 基づき 、 引 き 続 
き 復 興 に 取り 組み な が ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 」 を 目指 す 











た め に は 、 予 定 外 の 行動 や 予定 外 に 休む こと も 必要 で あり 、 
、 臨 機 に 対応 し て いか な けれ ば な ら な い 。 


る ぎ が な いこ と を 心 に 留め な が ら 





以下 、 








新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 関す る 国 の 基 








な が ら 、 本 県 の 基本 的 対処 方 針 を 示す 。 


1 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 特徴 


専門 家 会 議 で 
うな 見 解 が 示さ れ て いる 
竹 思 し て も 約 8 割 は 軽症 で 経 
よ な い 。 
現時 点 で は 、 有 効 性 が 確認 
て は 対症 療法 が 中 心 で ある 。 
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され た ワク チン は 存在 せ ず 、 





感染 者 の 約 8 割 





向かう 方 向 に は 搭 


に 本 的 対処 方 針 を 踏ま える 





は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 主 な 特徴 と し て 、 以 下 の よ 


は 人 へ の 感 


治療 方 法 と し 


0 の ビュ が 各 齢 者 や 基礎 次 思 を 持つ 方 は 特に 重症 化し や すい こと な ど が 


報告 され て お り 、 

















2 新型 コ NR 
情報 提供 ・ 共 有 及 びまん 延 防 止 策 に 
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迅速 か つ 適 切な 感染 





対策 に 取り 組む 必要 が ある 。 





クラ スタ ー 等 の 封じ 込め 及び 


接触 機会 を 低減 させ 、 時 の | を 図る 。 


(2) サー ベイ ラン ス ・ 
り 、 重 
的 確 な まん 延 防止 策 及び 経済 ・ 
絡 を 最小 限 に と ど め る 。 
まん 延 防止 策 を 講じ る に 


会 経済 活動 の 維持 と の 両立 
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情報 収集 及び 適切 な 医療 の 提供 に より 
症 者 及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る べく 万 全 を 尽く す 。 
雇用 対策 に より 、 神 











当たっ て は 、 以 下 の 点 に 留意 し つつ 、 よ り 社 
取組 に 移行 し て いく 。 
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・ 経 済 機能 へ の 影 





地域 の 感染 状況 や 医療 提供 体制 NR を 踏ま えな が ら 、 段階 的 に 

















感染 状況 は 地域 に よっ て 異な 
り の ある 地域 の 感染 状況 に 留 
a 求 式 が 社会 経済 全 























社会 経済 の 活動 レベ ル を 上 げ て いく こ 
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3 実施 体制 
県 で は 、 令 和 2 年 2 
を 設置 し 、 岩 手 県 医師 会 ・ 岩 手 医 
機関 、 県 民 の 協力 を 得 な が ら 、 各 種 対策 を 行っ て きた 。 

















これ まで 、 県 






































民 の 皆様 へ の メッ セー ジ 」 を 発信 し て きた 。 


民 や や 関係 機関 へ の 感染 症 に 関す る 情報 提供 や 、 知 事 か ら 「 県 
は 、 首都 
勤 の 拡充 、 不 
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手 県 職員 に 対し て 








等 か ら NE 宅 待機 や 、 時 差 通 
要 不 急 の 出張 の 自粛 等 を 行い 、 感 染 防 止 に 努め て きた 。 
また 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター や 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 を 設 


























談 体 制 の 充実 も 図っ て きた 。 
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県 の 令 和 元 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 (第 
一 斉 休業 
は 、 医 療 提 供 体制 の 整備 や 事業 縮小 ! 
金 の 創設 な ど に 要する 経 
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E 費 を 計上 し 、 感 染 と その 拡大 を 防ぎ 、 社 会 


も 7 号 ) で は 、 感 染 拡大 の 


月 18 日 に 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 」 
医科 大 学 を は じ め と する 医療 関係 団体 や 関係 
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置 し 、 医 療 ・ 
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う 中 小 企業 の 資金 線 り の 
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に 対応 する た め の 経 費 、 令 和 2 年度 一 般 会 計 補 正 予算 (第 1 号 ) で 


た め の 貸 付 
・ 経 済 へ 








の 影響 を 最小 限 に と ど め る た め の 対 策 を 行っ て きた 。 











令 和 2 年 4 月 10 日 に は 、「 岩 手 


対処 方 針 」 を 策定 し 、 



























































月 14 日 付け で 保健 福祉 部 保健 福祉 企画 室内 に 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 対 
策 監 」 を 設置 し た 。 ま た 、 同 日 に は 、 集団 発生 時 の 医療 体制 を 構築 

岩手 県 医師 会 や 岩手 医科 大 学 附属 病院 な ど 県 内 の 

手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 医療 体制 検討 委員 会 」 を 開催 する な ど 、 

の 強化 を 進め て きた 。 

令 和 2 年 4 月 23 日 に は 、「 岩 手 県 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 
防止 の た め の 緊 急 事態 措置 」 を 決定 し 、5 月 6 日 を 
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また 、 令 和 2 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 ( 





県 新型 コロ ナウ イル ス 成 深 症 対策 の 基本 的 
この 方 針 に 基づい た 対策 を 実施 する た め 、 令 和 2 年 4 


築 する た め 


医療 機関 等 で 構成 する 「 岩 


体制 


期限 と する 不要 不 急 の 外 
散 底 的 に 取り 組ん で き 


第 2 号 ) で は 、PCR 検 査 体制 の 充 





実 な ど に 加え 、 休 業 協力 金 の 支給 や 家賃 支援 な ど に 要する 経費 を 計上 し 、 感 

















染 拡 大 の 防止 と と も に 緊急 の 経済 ・ 雇 用 対策 の 取組 を さら ! 








4 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 


























に 強化 し て いる 。 












































(1) 情報 提供 ・ 共 有 

ア 国 の 情報 を 活用 し な が ら 、 県 民 に 対し て 正確 で 分 ) ょ か りや すく 、 か つ 地 域 
の 感染 状況 の 変化 に 即応 し た 情報 提供 や メッ セー i 
に 、 新 し い 生 活 様 式 の 在り 方 な ど 、 県 民 の 日 常 生 活 に お ける 行動 変容 に 資 
する 注意 喚起 を 進め 、 冷 静 な 対応 を お 願い する 。 

イ 県 民 へ の 情報 提供 に 当たっ て は 、 各 種 広報 媒体 や SNS 等 を 積極 的 に 活 
用 する と と も に 、 報道 機 関 の 協力 を 得 な が ら 、 様 々 な 手段 に より 迅速 に 行 
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ks 
ウ 成 染 情報 等 に つい て 東北 各 県 と の 緊密 な 情報 共有 を 図る と と も に 
村 と 連携 し た 感染 拡大 防止 措置 を 迅速 か つ 的 確 に 講じ る た め 、 本 県 ! は 
る 隣県 市 町 村 で 感染 が 発生 し た 場合 等 は 、 関 係 する 県 や 市 町 村 な ど と の 情 
報 共有 に 配慮 する 。 
エ 国 と の 情報 連携 に より 、 国 や 県 に よる 経済 対策 や 雇用 対策 な どの 各種 支 
援 策 や 相談 窓口 な ど に つい て 、 関 係 団体 等 と 連携 し て 様々 な 手段 を 通じ て 
広く 周知 する 。 

オ 厚生 労働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 












































































































































分 析 し 、 今 後 の 対策 に 資す る 知見 を まとめ て 、 県 民 ( 
る 。 
(2) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 
ア 疑似 症 患 者 を 把握 し 、 医 師 及び 保健 所 が 必要 と 認め る 検査 を 実施 する 。 
イ PCR 等 検査 を 実施 する 県 の 検査 機関 の 体制 を 充実 し 、 民 間 の 検査 機関 
等 も 活用 する 。 
ウ PCR 等 検査 の 実施 人 数 や 陽性 者 数 、 陽 性 率 等 の 分 析 結 果 を 定期 的 に 公 
表す る 。 
エ 集団 発生 の 把握 の 強化 を 図る 。 
オ 迅速 診断 用 の 簡易 検査 キッ ト の 開発 等 の 状況 を 注視 し 、 必 要 に 応じ て 導 
入 す る 。 
カ 地方 自治 体 間 で の 迅速 な 情報 共有 に 努め る と と も に 、 県 内 の 感染 状況 に 
つい て 、 リ スク 評価 を 行う 。 































































































(3) まん 延 防止 

基本 的 な 感染 防止 策 の 徹底 等 を 継続 する と と も に 、 必要 な 持続 的 な 対 

策 を 見 据え た 働き か け 等 を 行う 。 

ア 外出 の 自粛 (後述 の エ を 除く ) 

① 不要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 特 定 警 戒 都 道 府 県 を は じ め と する 相対 的 
に リス ク の 高い 都 道 府 県 と の 間 の 人 の 移動 は 、 感 染 拡大 防止 の 観点 か ら 
避け る よう 県 民 に 促す と と も に 、 対策 が 講じ られ て いな い 、 こ れ ま で に 













































































クラ スタ ー が 発生 し て いる よう な 場 や 、「 三 つの 北 」 の ある 場 に つい て 
も 、 外 出 を 自粛 する よう 促す 。 

② 「 人 と 人 と の 距離 の 確保 」、「 マ スク の 着用 」、「 手 洗い な どの 手指 衛生 」 
を は じ め と し た 基本 的 な 感染 対策 の 継続 な ど 、 感 染 拡 大 を 予防 する 新 し 
い 生 活 様式 の 定着 が 図ら れる よう 、 あ ら ゆ る 機会 を 捉え て 、4 月 22 日 
の 専門 家 会 議 で 示さ れ た 「10 の ポイ ント 」、5 月 1 日 の 専門 家 会 議 で 示 
され た 「 新 し い 生 活 様式 の 実践 例 」 等 の 周知 を 行う 。 

イ 催物 (イベ ント 等 ) の 開催 

全国 的 か つ 大 規模 な 催物 等 の 開催 に つい て は 、 リ スク へ の 対応 が 整わ 
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な い 場 合 は 











H 止 又は 延 





期す る よう 、 


ウ 施設 の 使用 等 (前 述 の イ を 除く ) 


① 


③ 学校 設 





ある 施設 


これ まで 


に 





て 必要 な 協力 を 依頼 する 。 
② 今後 の 持続 的 な 対策 を 見 据え 、 
種 や 施設 の 種別 ご と の ガイ ドラ イン を 作成 し 、 
NE 


大 防止 の た め の 取 組 が 適切 に 


主催 者 に 慎 


クラ スタ ー が 発生 し て いる よう な 施設 
に つい て は 、 地域 の 感染 状況 等 を 踏ま え 、 施設 管理 


























県 と し て 





「 三 





重 な 対 応 を 求め る 。 


つの 密 」 の 











者 等 に 対し 














国 は 、 人 MR 





に 基づく 
幸 





受 直 





有する 。 








者 に 




















対 し 、 a 























つい て 指 





自主 的 な 感 


I 
行わ れる よう 働き か ける 。 
等 の 感染 症 対 策 に 
に 、 地 域 の 感染 状況 や 学校 関係 者 の 感染 者 情報 に つい て 速やか に 


導 す る と と も 





情報 共 





④ 保育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 は 、 感 染 の 予防 を 徹底 し た 上 で 開所 され 


て いる と こ 
大 し た 場合 に 
町 村 の 取組 
職場 へ の 』 

















会 


ろ で ある が 、 

お ける 対応 に 
を 支援 する 。 
勤 等 


子ども や 職員 が 確 患 








し た 場合 や 地域 で 感染 が 拡 


こつ いて 、 厚 生 労 働 省 が 示す 考え 方 に 基づく 市 


後 、 持 続 的 な 対策 が 必要 に な る と 見 込 





対し 、 以 下 の 取組 を 行う よう 働き か け や 支 援 を 
① 在宅 勤務 


② 職場 ( 


① 厚生 労働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 調査 に 
厚 接触 者 を 把握 し 、 健 


減 す る 取組 


消毒 、 発 熱 等 の 症状 が 見 られ る 従業 員 の ! 


(テレ ワー ク )、 
を 推進 する こと 。 











ノー テ と 


全 2。 








時 差 


勤 、 自 転 車 











こ お い て は 、 感染 防止 の た め の 取 組 (手洗 い 
ケッ ト 、 職 員 同 士 の 距離 確保 、 事 業 場 の 換気 励行 、 複 数 人 が 触る 


通勤 等 、 人 と 


まれ る こと を 踏ま え 、 事業 者 に 


の 接触 を 低 





手指 








消 


咳 エ チ 

















勤 








自粛 、 出 張 に よ 











移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 の 活用 等 ) を 促す と と も に 
を 人 避け る 行動 を 徹底 する よう 促す こと 。 
オ クラ スタ ー 対 策 の 強化 


拡大 の 規模 














康 観 

















祭 、 外 ! 








② 厚生 労働 省 及 び 関 係 機関 と 協力 


カ 


0W 


る 場合 に は 、 専 門 家 や その 他人 員 を 確保 1 





に 取り 組む 。 こ れ に 関連 し 、 管 内 の 市 町 村 と 迅速 な 情報 共 
































対策 
し て 、 特 に 








し ン ヽ 

















を 行う 。 
、 感 染 拡大 の 兆 


9s 
自粛 の 要請 等 を 行う と と も に 
を 的 確 に 把握 し 、 適 切な 感染 


毒 、 








箇所 の 
ee 
三 つ の 和 密 」 














個々 の 濃 
、 感 染 





し が 見 られ 


その 地域 へ の 派遣 を 行う 。 
③ クラスター 対策 を 抜本 強化 する と いう 観点 か ら 、 保 健 所 の 体制 強化 に 











有 を 行い 、 








都 道府県 間 





総合 調整 、 支 援 を 求 


また 、 対 策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 認め る と き は 
総合 調整 を 行う 。 さ ら に 、 ク ラス ター の 発見 に 資す る よう 、 
の 迅速 な 情報 共有 に 努め 、 必要 で あれ ば 国 に 対 し 、 
め る 。 
その 他 共 通 的 事項 等 
国 及 び 関 係 機関 と 協力 し て 、 公共 交通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 集まる 
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施設 
国 に よる 、 帰 国 者 の チェ ッ ク ・ 健 


② 


(4) 


の 感染 対策 を 徹底 する 。 








医療 等 














県 は 、 県 民 に 必要 な 医療 ・ 検 査 等 を 行う た め 、 





学 を は じ め と する 








医療 提供 体制 を 確保 する 。 


また 、 国 の 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 緊 
し て 、 感 染 拡大 防止 策 や 医療 提供 体制 の 整備 








ア 医療 提供 体制 の 確保 


① 


保 を 進め る た め 





重症 者 等 に 対す る 医療 提供 に 











重症 者 等 に 対す る 医療 提供 に 











医療 関係 団体 や 関係 機関 と 協力 





康 観 察 等 の 検疫 の 強化 に 協力 する 。 











岩手 県 医師 会 ・ 岩 手 医科 大 
し て 、 感 染 の 状況 に 応じ た 























急 包括 支援 交付 金 」 な ど を 活用 
を 進め る 。 





重点 を 置い た 入院 医療 の 提供 体制 の 確 
、 次 の よう な 対策 を 講じ る 。 
重点 を 置く べき 局面 で は 、 入 院 治療 を 











必要 と し な い 無 症状 病原 体 保有 者 及び 衝 四 才 (以下 「 軽 症 者 等 」 と 





いう 。) を 、 
者 へ の 医療 提供 体制 の 確保 を 図る 。 
特に 、 
宿泊 療養 を 基本 と する 。 そ の た め 




















宿泊 施設 等 で の 療養 と する こと で 、 人 入院 治療 が 必要 な 患 


家庭 内 で の 感染 防止 や 症状 急変 時 の 対応 の た め 、 軽 症 者 等 は 











、 国 や 市 町 村 と 密接 に 連携 し 、 ホ テ 


ル な どの 一 時 的 な 宿泊 療養 施 設 及び 運営 体制 を 確保 する 。 








子育て 等 の 家庭 の 事情 ( 





こよ りや む を 得 ず 自宅 療養 を 行う 際 に 





の HDP TE 語ら 7 O 
医師 が 必要 と する 場合 に は 電話 等 情報 通信 機器 を 用 いて 診療 を 行う 








体制 を 整備 する 。 











患者 が 入 
や 障がい 者 、 














院 、 宿 泊 療 状 、 自 宅 療 養 す る 場合 に 
子ども 等 が いる 場合 は 、 市 町 村 の 協力 を 得 て 、 ケ アマ ネ 





、 そ の 家族 に 要 介 護 者 
































ジャ ー、 相 談 支 援 専門 員 、 児 童 相談 





支援 を 行う 。 





病床 の 確保 に つい て 、 内 06102 40 
受け 入れ る 
、 結核 病床 や 一 般 の 医療 機関 の 一 般 病 
【 者 の 受入 れ を 踏ま えて 、 必 要 な 病 





感染 症 の 患者 を 優先 的 に 
機関 の 役割 分 担 を 行う と と も に 











床 を 確保 する 。 
来 記 、 
公 的 病院 の ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 

















じ め と する 医療 関係 団体 等 と の 緊 鶴 








床 等 を 活用 し て 、 ピ ー ク 時 の 入院 患 


二 次 保健 医療 圏内 で 対応 で き な い 場合 は 、 


所 等 と 連携 し 、 必 要 な サー ビス や 





て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
医療 機関 の 指定 な ど 、 地域 の 医療 























県 立 病院 や 公立 ・ 
岩手 県 医師 会 ・ 岩 手 医 科大 学 を は 
な 連携 の 下 、 入院 等 搬送 調整 班 が 



































受入 れ 調 整 を 行い 、 県 を 挙げ た 医療 提供 体制 を 確保 する 。 








な お 、 





の 空 床 状況 や 人 工 呼吸 器 ・ECMO の 保有 ・ 稼 働 状 況 等 を 迅速 








国 が 構築 ・ 運 営 する 医療 機関 等 情報 文 援 シ ステ ム (医療 機関 











に 把握 








する シス テム ) を 活用 し 、 愚 者 受入 れ 調整 に 必要 な 医療 機関 の 情報 の 





見 える 化 を 行う 。 











医療 機関 は 、BCP も 踏ま え 、 必 要 に 応じ 、 医 師 の 判断 に より 延期 
が 可能 と 考え られ る 予定 手術 や 予定 入院 の 延期 を 検討 し 、 空 床 確保 に 
努め る 。 
状況 に 応じ て 、 仮 設 の 診療 所 や 病棟 の 設置 、 非 稼働 病床 の 利用 、 法 
第 48 条 に 基づく 臨時 の 医療 施設 の 開設 に つい て 検討 する 。 
感染 拡大 に 伴う 患者 の 急増 に 備え 、 都 道府県 域 を 越え る 広域 的 な 愚 
者 の 受入 れ 体 制 の 確保 を 国 に 求め る 。 
② 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 が 疑わ れる 患者 へ の 外来 診療 ・ 検 査 体制 の 
確保 の た め 、 次 の よう な 対策 を 講じ る 。 
帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター を 通じ て 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 を 受診 
する こと に より 、 適 切な 感染 管理 を 行っ た 上 で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
感染 症 が 疑わ れる 愚者 へ の 外来 医療 を 提供 する 。 
・ 医療 関係 団体 や 関係 機関 と 協力 し て 、 発 熱 外 来 の 設置 や 、 帰 国 者 ・ 
ei また 、 大 型 テ ント や プレ ハ 
ブ 、 い わ ゆ る ドラ イブ スル ー 方 式 等 に よる 診療 を 行う こと で 、 効 率 的 
な 診療 ・ 検 査 体制 を 確保 する 。 併 せ て 、 に を 踏ま えて 、 愚 者 の 
振り 分 け や 受 入れ が 適切 に 行わ れる よう に する 。 
さら に 愚者 が 増加 し 増設 し た 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 や 発熱 外来 で の 医 
療 提 供 の 限度 を 超え る お それ が ある 場合 は 、 厚生 労働 省 に 相談 し 、 必 
要 な 感染 予防 策 を 講じ し た 上 で 、 一 般 の 医療 機関 で の 外来 診療 を 行う 。 
こう し た 状況 で は 、 感染 へ の 不安 か ら 安 易 に 医療 機関 を 受診 する こ 
と で か えっ て 感染 する リス ク を 高め る 可能 性 が ある こと も 踏ま え 、 症 
状 が 軽度 で ある 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 養 を 原則 と し 、 肺 炎 が 疑わ 
れる よう な 強い だ る さや 息苦し さ が あ る な ど 、 状 態 が 変化 し た 場合 に 
は 、 す ぐに で も か か りつ け 医 等 に 相談 し た 上 で 、 受 診 す る よう 周知 す 
る 。 
・ 重症 化し や すい 方 が 来院 する が ん 診療 連携 拠点 病院 、 透 析 医 療 機関 
及び 産科 医療 機関 な ど は 、 本 県 の 医療 資源 の 状況 を 踏ま え 、 必要 に 応 
じ 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 へ の 感染 が 疑わ れる 方 へ の 外来 診療 の 
制限 に つい て 検討 ・ 調 整 す る 。 
冬季 の イン フル エン ザ の 流行 を 踏ま ほえ た 外来 医療 の 在り 方 を 検討 す 
る 。 
③ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 の な みな なら ず 、 他 の 疾患 等 の 患者 へ の 対 
応 も 踏ま えて 地域 全体 の 医療 提供 体制 を 整備 する た め 、 次 の よう な 対策 
を 講じ る 。 
地域 の 医療 機能 を 維持 する 観点 か ら 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 以 
外 の 疾患 等 の 患者 受入 れ も 含 め て 、 地 域 の 医療 機関 の 役割 分 担 を 推進 
する 。 
・ 患者 と 医療 従事 者 双方 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 予防 の 観点 か 
ら 、 初 診 を 含め て 、 電 話 等 情報 通信 機器 を 用 いた 診療 体制 の 整備 を 推 
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進 す る 。 


④ 医療 従事 者 の 確保 の た め 、 現場 で 従事 し て いる 医療 従事 者 の 休職 ・ 離 


© 








職 防止 策 や 、 潜在 有 資 格 者 の 現場 復帰 





、 医 療 現 場 の 人 材 配 置 の 転換 等 を 








推進 する 。 ま た 、 検 査 を 含め 、 直 接 の 医療 行為 以外 に 対し て は 、 有 資格 


























者 以外 の 民間 の 人 材 の 活用 を 進め る 。 














医療 物資 の 確保 の た め 、 専門 性 を 有する 医療 従事 者 や 人 工 呼 吸 器 等 の 


必要 な 医療 機器 ・ 物 資 ・ 感 染 防 御 に 必要 な 資材 等 を 迅速 に 確保 し 、 適 切 
な 感染 対策 の 下 で の 医療 提供 体制 を 整備 する 。 特に 新型 コロナ ウイルス 











感染 症 を 疑う 患者 に P CR 検査 や 入院 の 受 
し て は 、 マ スク 等 の 個人 防護 只 を 優先 的 
施設 内 感染 の 防止 














① 医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お ける 施設 


② 











WE に 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 の 設置 者 に 
従事 者 等 が 感染 源 と な ら な いよ う 、 

底 し て 避け る こと 。 

















入れ を 行う 医療 機関 等 に 対 
に 確保 する 。 





感染 を 徹底 的 に 防止 する 
つい て 周知 徹底 する 。 
お いて 、 
「 三 つの 北 」 が 生じ る 場 を 徹 


症状 が な く て も 患者 や 利用 者 と 接する 際 に は マス ク を 着用 する こ 


Es 
手洗 い ・ 手 指 消毒 を 徹底 する こと 。 























パソ コン や エレ ベー ター の ボタ ン な ど 複 数 の 従事 者 が 共有 する も 











の は 定期 的 に 消毒 する こと 。 





食堂 や 詰め 所 で マス ク を は ず し て 飲食 を する 場合 、 他 の 従事 者 と 


一 定 の 距離 を 保つ こと 。 














日 々 の 体調 を 把握 し て 少し で も 調子 が 悪けれ ば 自宅 待機 する な ど 





の 対策 に 万 全 を 期す こと 。 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お いて 、 














面会 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 面 会 は 緊急 の 場合 を 除き 一 時 中 止 








ず べ きこ と 











患者 、 利 用 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 感 染 が 流行 し て いる 地域 で 


は 、 施 設 で の 通所 サー ビス な どの 一 時 利用 を 中 止 又は 制限 する 、 入 












































利用 者 の 外出 、 外 泊 を 制限 する 等 の 対応 を 検討 すべ き で あ 


者 、 
を 

入院 患者 、 利 用 者 等 に つい て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 疑っ 
合 は 、 早 急 に 個室 隔離 し 、 保 健 所 の 指導 の 下 、 感 染 対 策 を 実施 





し 、 標 準 予防 策 、 接 触 予防 策 、 飛 洒 感 染 予 防 策 を 実施 する こと 。 
感染 者 と 非 感染 者 の 空間 を 分 ける な ど を 含む 感染 防御 策 の 更 な る 徹 
底 な ど を 通し て 、 医 療 機 関 及 び 施 設 内 で の 感染 の 拡大 に 特に 注意 を 払う 。 
また 、 特 に 感染 が 疑わ れる 医療 、 施 設 従事 者 及び 入院 患者 等 に つい て は 、 








率先 し て P CR 検査 等 を 受け させ る よう 【 



































に する 。 加え て 、 検 査 体制 を 踏 














まえ 、 手術 や 医療 的 処置 前 な ど に お いて 、 当 該 患 者 に つい て 医師 の 判断 
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に より 、PCR 検 査 等 が 実施 で きる 体制 を と る 。 
ウ NE 関係 機関 と 協力 し て 、 SRI 
、 一 般 の 患者 も 含め 、 混雑 を 生じ させ な いよ う 、 予 約 に よる 診療 や や 動 線 
| に 確保 され た 休日 夜間 急患 セン ター の 施設 A 
エ 妊産婦 に 対す る 感染 を 防止 する 観点 か ら 、 医 療 機関 に お ける 動 線 分 離 等 
の 感染 対策 を 徹底 する と と も に 、 妊産婦 が 感染 し た 場合 で ちあ っ て も 、 安心 
し て 出産 し 、 産 後 の 生 活 が 送れ る よう 、 関 係 機 関 と の 協力 体制 を 構築 し 
適切 な 支援 を 実施 する 。 ま た 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 感染 が われ る 姓 産 
婦 へ の 早め の 相談 の 呼び か け や 、 妊 娠 中 の 女性 労働 者 に 配慮 し た 休み や す 
い 環 境 整 備 な どの 取組 を 推進 する 。 
オ 小児 医療 に つい て 、 医療 関係 団体 や 関係 機関 等 と 協力 し て 、 診療 体制 の 
整備 を 進め る 。 
カ 関係 機関 と 協力 し て 、 外 国人 が 医療 を 適切 に 受け る こと が で きる よう 、 
医療 通訳 の 整備 な ど を 、 引 き 続 き 、 強 化す る 。 
キ 法令 に 基づく 健康 診断 及び 予防 接種 に つい て は 、 適 切な 感染 対策 の 下 で 
実施 され る よう 、 時 期 や 時 間 等 に 配慮 する 。 




















































































































(5) 教育 
ア 学校 現場 に お いて は 、 保 健 管 理 等 の 感染 症 対策 を 徹底 する こと 等 に 留 
意 し な が ら 、 各 学校 で 教育 活動 が 再開 され て いる が 、 県 内 の 児童 生徒 等 
又は 教職 員 の 感染 が 判明 し た 場合 に は 、 文 部 科学 事務 次 官 通知 に お いて 
示さ れ た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す 
る ガイ ドラ イン 」 及び 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 と し て の 学校 の 
臨時 休業 に 係る 学校 運営 上 の 工夫 に つい て 」 を 踏ま え 、 県 立 学校 に お け 
る 臨時 休業 等 に つい て 判断 する と と も に 、 学 校 設置 者 に 対し 、 県 立 学校 
に お ける 対応 に つい て 周知 する 。 
イ 県 内 の 児童 生徒 等 又は 教職 員 に 感染 の 疑い が 生じ た 場合 に 速やか 
に 学校 設置 者 等 か ら 報 告 を 受け 、 市 町 村 等 と 緊密 EE 

する 。 

















































































































(6) 経済 ・ 雇 用 対策 
県 は 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 と その 拡大 を 防ぐ 行動 に 伴い 、 岩手 の 社 











会 ・ 経 済 に 及ぼ され る 負 の 影響 を 最小 限 に と ど め る た め 、 国 の 「 新 型 コ ロナ 
ウイ ルス 感染 症 緊急 経済 対策 」( 令 和 2 年 4 月 20 日 開 決定 ) を 中 まえ な が 
ら 、 県 の 令 和 2 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 (第 2 号 ) の 主 な 事業 を 含む 「 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 (第 2 弾 )」 を 取り まとめ た 。 こ の 対策 で は 、 新 型 
コロ ナウ イル ス 感 染 症 の まん 延 防止 な どの 取組 と 併せ て 、 以 下 の 項目 ご と に 

具体 的 な 取組 を 示し て お り 、 こ れ ら の 取組 を 迅速 か つ 着 実に 実行 し て いく 。 

対策 の 実行 に 当たっ て は 、 引 き 続 き 、 産業 ・ 業 種 ご と に 課題 を 把握 する と 
と も に 、 中 長期 に わた り 社 会 の 力 や 経済 力 を 維持 し 、 回復 の 基盤 を 築く こと 
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が で きる よう 、 事 業者 の 創意 


め と する 関係 団体 と の 連携 を 密 
対応 し て いく 。 ま た 、 国 の 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 臣 急 経済 対策 」 が 掲 

















工夫 を 尊重 し つつ 、 商 工業 や 農林 水産 業 を は じ 








に し な が ら 、 市 町 村 と 対策 の 方 向 性 を 共有 し 、 








げ る 、 感染 症 拡大 の 収束 後 の 需 要 喚 起 な どの 「V 宇 回 復 フ ラテ ェ ー ズ 」 に お ける 
向 や 県 民生 活 、 県 内 経済 へ の 影響 を 注意 深く 見 極め 
な が ら 、 必 要 な 対応 を 検討 し て いく 。 

ア 資金 繰り に 万 全 を 期す た め の 人 金融 支援 等 





対策 に つい て は 、 国 の 動 















































個人 事業 主 や 中 小 ・ 小 規模 事業 者 の 資金 繰り 対策 に 万 全 を 期す た め 、 引 





き 続き 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 資金 」 な ど に よる 支援 を 実 
施す る 。 ま た 、 地 方 自治 体 の 制度 融資 を 活用 し た 、 民 間 金 融 機関 で も 実質 
無利子 ・ 無 担保 の 融資 を 受け る こと が で きる 制度 の ほか 、 医 療 ・ 福 祉 事業 
者 や 農林 水産 業者 等 の 資金 繰り 文 援 の 拡充 な どの 活用 を 速やか に 進め る 。 











さら に 、 市 町 村 と 連携 し て 、 














経営 に 影響 が 生じ て いる 事業 者 の 支援 を 行う 。 





イ 県 民 の 生活 を 守る た め の 経 済 的 支援 


休業 等 に より 収入 が 減少 し 、 生 活 




















ーー 


こ 困 っ て いる 県 民 の 生活 を 守る た め 、 




















個人 向 け 緊 2 急 小 日 資金 








等 の 特例 貸付 に よる 支援 や 、 国 が 市 町 村 を 通じ 実施 





する 「 特 別 定 額 給 付 金 」 な どの 活用 を 速やか に 進め る 。 


ウ 雇用 の 維持 ・ 就 職 に 向け た 支援 














フェ いわ て と の 連携 の 











県 民生 活 に と っ て 重要 な 雇用 を 維持 する た め 、 ハ ロー ワー ク 、 ジ ョ ブ カ 


ほか 、 こ れ ま で に な い 水 準 に 引き 上 げ ら れ た 雇用 調 











整 助 成金 の 特例 措置 等 




















の 活用 を 速やか に 進め る 。 また 、 就職 活動 中 の 学生 











に 対し 、「 い わ て で 働 こ う !WEB 合 同 企業 説明 会 」 の 開催 や 県 の 就職 支 
援 情報 を まとめ た 特設 サイ ト な ど に よる 情報 提供 を 進め る 。 

エ 地域 経済 を 支え る 産業 支援 
持続 可能 で 活力 ある 地域 経済 を 支え る 産業 を 支援 し て いく た め 、「 買 う 

















な ら 岩 手 の も の 運動 」 を は 
村 、 商 工 会 、 商 工 会 議 所 、 




















じ め と する 官民 一 体 と な っ た 取組 の ほか 、 市 町 
農業 協同 組合 、 森 林 組 合 、 漁 業 協同 組合 な ど 地 











域 単位 で 経済 を 回 し て いく 取組 や 新た な 順 要 に 対応 し た 取組 を 促進 する 











と と も に 、 中 覧 ・ 中 小 ・ 





事業 継続 支援 を 目的 に 
に 進め る 。 


国 が 実施 





(7) その 他 重 要 な 留意 事項 


ア 人 権 へ の 配慮 、 社 会 
① 愚者 ・ 感 染 者 、 そ の 家族 や 治療 ・ 対 策 に 携わっ た 方 々 等 の 人 権 が 侵害 





課題 へ 


小 規模 事業 者 や フリ ー ラ ンス を 含む 個人 事業 主 の 








凶 す る 「 持 続 化 給付 金 」 な どの 活用 を 速やか 


の 対応 等 





され て いる 事案 が み ら れ る こと か ら 、 こ うし た 事態 が 生じ な いよ 2 適切 





に 取り 組む 。 








② 海外 か ら 一 時 帰国 し た 児童 生徒 等 へ の 学校 の 受入 れ 支 援 や いじ め 防 
目 等 の 必要 な 取組 を 実施 する 。 





③ 各種 対策 を 実施 す 


る 場合 に 














お いて は 、 県 民 の 自由 と 権利 の 制限 は 必要 
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④ 


⑤ 


⑥ 


最小 限 の も の と する と と も に 
配慮 し て 実施 する も の と する 。 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 に 
に 不可 欠 な サー ビス の 提供 に 
必要 な 取組 を 実施 する 。 
る 中 で 生じ る 次 の よう な 様々 な 社 
し て 適切 な 支援 を 
自粛 等 に よる メン タル ヘル ス へ の 影響 、 邊 





生活 
を 受け な いよ う 、 
対策 が 長期 化す 
た め 、 国 や 市 町 村 
長期 間 に 














わた る 外 ! 





と 連携 

















禁 力 や 児童 虐待 。 





情報 公開 と 人 権 と の 協 








調べ へ の 配慮 。 


従事 する 


営業 自粛 等 に よる 倒産 、 失 業 、 自 殺 等 。 








等 の 生活 。 
外 』 

















自粛 等 の 下 で の 高齢 者 等 の 健 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に より 亡くな られ た 方 に 対し て 尊厳 ある 





康 維 持 ・ 








、 女 性 や 障がい 者 な ど に 与え る 影響 に 


医療 関係 者 を は じ め 、 県 民 
従事 する 方 々 や その 家族 が 風評 被害 


ノー と 


人 2。 


社会 的 に 孤立 し が ちな 一 人 暮らし の 高齢 者 、 休 業 中 の ひと 





十分 














1 

















へ 
> 





題 に 対応 する 


k= 
洒 


配偶 者 








り 親 家庭 


介護 サー ビス 確保 。 





お 別れ 、 火 葬 等 が 行わ れる た め の 適 切な 方 法 に つい て 、 周 知 を 行う 。 


イ 物資 ・ 資 材 等 の 供給 


① 


③ 


























り 惜しみ が 生じ な 


係 団体 等 を 通じ て 
国 に 対し 、 県 民 や 市 町 村 、 関係 機関 の 要望 に 
薬 等 の 増産 や 円 滑 な 供給 を 関連 事業 者 に 要請 する よう 求め 、 ま 














具 や 消毒 
だ 
呼吸 器 








上 で 、 可 能 で あれ ば 県 に お いて 物資 ・ 


8 


県 民 に 対し 、 食 料 品 、 
費 者 と し て の 適切 な 行動 を 呼び か ける 。 
② 事業 者 に 対し 、 食料 品 、 








よう 
周知 する 。 


生活 必需 品 、 


衛生 用 品 


生活 関連 物資 等 の 人 

















ウ 関係 機関 と の 連携 の 推進 


① 


② 





③ 


対策 の 推進 に 当たっ て は 、 市 町村 、 
聴き な が ら 進 め る 。 

市 町 村 と の 連携 ・ 調 整 の 場 を 設 
要請 が ある 場合 は 、 

勘案 し 、 必 要 な 支援 を 行う 。 
④ 近隣 県 が 緊急 事態 宜 言 後 の 様 

じ 、 必 要 な 支援 を 行う 。 





対策 の 現場 に お け 


























る 状況 の 把握 を 行う 。 


























置 し 




















置 を 行 





ー 12 —- 





感染 防止 や 医療 提供 体制 の 確保 の た め 、 マ スク 、 
等 の 必要 な 物資 を 国 の 責任 で 確保 ・ 配 布 す る こと を 求め る 。 そ の 
資材 等 を 確保 し 、 必 要 な 配布 を 行 


国 や 市 町 村 等 と の 有 双方 向 の 情報 共有 を 強化 し 、 


うに 


ョ 等 の 購入 に 





応じ 、 マ スク 、 





対策 の 迅 





当たっ て の 消 





hl 格 の 高騰 や 買占め 及び 売 
関係 団体 に 要請 し 、 又 は 国 の 要請 に つい て 関 











個人 防護 











個人 防護 具 、 人 工 


速 な 伝達 と 、 





経済 団体 等 の 関係 者 の 意見 を 十分 


、 一 体 的 に 取り 組む 。 市 町 村 か ら 
当該 市 町 村 の 人 的 体制 と 感 当 まん 延 状況 を 総合 的 に 








当たり 、 そ の 要請 に 応 








⑤ 堅 急 事態 宣言 後 の 様々 な 措置 を 実施 する に 当たっ て は 、 あ ら か じ め 政 
府 対策 本 部 と 協議 し 、 迅 速 な 情報 共有 を 行う 。 

⑥ 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 し た 際 に は 、 政 府 対策 本 部 長 に 、 
その 旨 及 びそ の 理由 を 報告 する 。 






















































































エ 社会 機能 の 維持 

① 県 及び 市 町 村 は 、 職 員 に お ける 感染 を 防ぐ よう 万 全 を 尽く す と と も に 、 
万 が 一 職員 に お いて 感染 者 又は 濃厚 接触 者 が 確認 され た 場合 に も 、 職 務 
が 遅滞 な く 行 える よう に あら か じ め 対 策 を 講じ る 。 ま た 、 職 場内 で の 感 
染 拡大 の リス ク を 低減 する た め 、 在 宅 勤 務 、 テ レビ 会 議 等 を 活用 する 。 

② 電気 、 ガ ス 、 水 道 、 公 共 交 通 、 通 信 、 金 融 業 等 の 維持 の た め 、 指 定 公 

共 機 関 及 び 指 定 地方 公共 機関 と 連携 する 。 

③ 空港 、 港 滴 、 医 療 機 関 等 に お ける トラ ブル な ど を 防止 する た め 、 国 の 
関係 機関 等 と 連携 し て 必要 な 対応 を 行う 。 

④ 警察 は 、 混 乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑 止 す る と と も に 、 取 締り を 徹底 す 
る 4 

オ 着実 な 復興 の 推進 

東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 途上 に ある 被災 地 に お いて は 、 保 健 管理 

等 の 感染 症 対策 を 徹底 する こと 等 に 留意 し な が ら 、 被 災 者 の ここ ろ の ケ 

ア 、 コ ミュ ニテ ィ イィ 形成 支援 な ど 被 災 者 一 人 ひと り に 寄り 添っ た 取組 を 継 

続 し て 実施 する 。 










































































5 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 穫 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 」 の 見 直し 
本 方 針 は 、 県 内 及び 国内 の 感染 状況 や 国 の 動向 等 を 踏ま る え 、 適宜 見 直し を 
行う 。 
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【 資 料 】 地域 の 感染 状況 に 応じ た 3 区 分 
NR SC ER eK 
症 対策 の 状況 分 析 ・ 」2020 年 5 月 14 日 より ) 














WM 4 月 1 日 の 提言 で 示し た 
域 区 分 の 考え 方 も 踏ま え 、 各 都 道 府 県 を 以下 3 区 分 に 分 類 し 、 そ れ ぞ れ の 地域 に お いて 、 





















































適切 な 感染 対策 を 実施 し て いく 。 


① 特 定 (警戒 ) 都 道 府 県 
法 第 45 条 各 項 に 基づく 「 徹 底 し た 行動 変容 の 要請 」 で 新規 感染 者 数 を 劇 的 
に 抑え こむ 。 

② 感 染 拡大 注意 都 道 府 県 
都 道 府 県 に お いて 、 a Re CE EE 
徹底 する と と も に 、 必 要 に 応じ 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づき 要請 を 行う 。 

③ 感 染 観察 都 道 府 県 
RN 

















に < 







































































































































































、 感 染 拡 大 を 防ぐ 。 
① 特 定 (警戒 ) 都 道 府 県 ② 感 染 拡 大 注意 都 道 府 県 ③ 感 染 観 宗 都 道 府 県 
【 緊 急 事態 措置 の 指定 基準 】 
泉 積 思 者 数 、 感 染 経路 が 不明 な 感 
。 | 梨 者 数 の 割合 直近 1 週間 の 倍加 中 oo 
| 周夫 信和 i その 下記 な と 新規 感染 者 が 一 定 程度 確認 され 
日 【 再 指定 基準 】 の 新規 報告 者 数 等 で 判断 する こ る も の の 、⑨ の 基準 に は 達し て いな 
準 4/7 の 指定 の 際 の 指標 や 水準 の | が 考え られ る 。 9 
考え 方 、 感 染 の 状況 を 踏ま えつ つ 、 
直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 等 か ら 


























より 迅速 に 再 指定 を 行う 。 



















































































































































































































































































特措法 第 45 条 に 基づく 「 徹 底 し た | 感染 状況 を モニ タリ ング し な が ら 、 続 
本 | 行動 変容 の 要請 」 (特定 告 戒 に お い | 「 新 し い 生 活 様式 」 を 徹底 する 。 | たと p る 
方 | て は 、 極 力 8 割 の 接触 機会 の 低減) | 必要 に 応じ 、 知 事 が 法 第 24 条 第 9 | x 
針 | で 新規 感染 者 数 を 劇 的 に 抑え こむ 。| 項 に 基づく 要請 を 実施 。 

・ 法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 自 | ・( 必 要 に 応じ 、 法 第 24 条 第 9 項 に | ・ 不 要 不 急 の ①・② と の 県 を また ぐ 
外 | 粛 の 協力 要請 。 基づく ) 外出 自粛 の 協力 要請 。 移動 は 避け る 。 
出 | ・ 県 を また ぐ 移 動 や 3 密 の 場所 へ の | ・ 不 要 不 急 の 県 を また ぐ 移 動 や 3 密 |・3 密 の 場所 へ の 移動 を 徹底 し て 避 

移動 は 徹底 し て 避け る 。 の 場所 へ の 移動 は 徹底 し て 避け る 。| ける 。 
| ・「 出 勤 者 数 の 7 割 削減 」 を 目指 す 。 | ・ 在 宅 勤務 (テレ ワー ク )、 ロ ー テ | ・ 必 要 に 応じ 、 在宅 勤務 人 
勤 | ・ 在宅 勤務 (テレ ワー ク )、 ロ ー テ | 一 ショ ン 勤 務 、 時 差出 勤 、 自 転 車 | ク )、 ロ ー テ ー a 時 差出 

ーション 勤務 等 の 強力 な 推進 等 。 通勤 等 の 推進 。 勤 、 自 転 車 通勤 等 の 推進 。 

・ 一 定規 模 の イベ ント 等 の 開催 に 当 


























ー ~~ 甘 応 が 整 
の 

























































































































































































































































































































































































※ y な い ロ 算 電 る 
了 、3 密 の 集まり は 法 第 24 条 第 9 NC 
"| イ |・ ク ラス ター の お それ が ある イベ ン | 項 に 基づき 、 開 催 の 自粛 の 要請 等 。| > 間 和 1 
べ | ト 、3 密 の 集まり は 法 第 24 条 第 9 | ・ そ れ 以 外 の イベ ント に 関し て は 、| 2 地 に 時 し 、 oe 
NS LES 主催 者 に 対し 、 身 体 的 距離 の 確保 人 CE 
ト 、 開 催 の 自粛 の 要請 等 。 や 基本 的 な 感染 対策 の 実施 、 業 種 i ラン 
毎 の 感染 拡大 予防 ガイ ドラ イン 等 を 國 まえ た 対応 等 を 求め る 
ラッ チェ ト に 旦 ポ = こう J 妃 デ 8 
の 用 の (SM お る 84 ・ 参 加 者 は 100 名 以下 、 か つ 、 収容 
人 数 の 50% 以 下 を 目安 と する 。 
| ・ 感 染 抜 大 の お それ の ある 施設 の 使 A 
設 | 用 制限 の 要請 等 (キャ バレ ー 等 の 本 半 天 7 NN 「 部 失 県 知事 が 、 地域 の 実情 に 応 
の | 接待 を 伴う 飲食 業 、 ラ イブ ハウ ス 、 アク ラス グー の 、 RN じ 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づく 協力 
し 上 ん ラス タ の お そ が あ る 施設 圭 スム 、 ヽ テ MI 陸 亡 
更 | バー、 ス ポー ツジ ム 等 ) NR NO 要請 も 含め て 適切 に 判断 。 
用 | ・ 公 園 ・ 博 物 館 、 美術館 、 図書 館 等 | 計 。。 ・ 一 般 の 感染 対策 や 3 密 回 避 の 徹底 
感 ES NE < 月 上 - = 主 
i ゝ 生じ た 事例 を | を 異 請 。 
9 の 徹底 。 
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岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 





(概要 版 ) 
令 和 2 年 4 月 10 日 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 本 部 
( 令 和 2 年 5 月 日 改定 ) 








1 基本 的 事項 


一 適切 な 感染 対策 を 実施 し な が ら 「 感 染 観察 都 道 府 県 」 を 維持 する こと 


画 個 人 の みな ら ず 、 行 政 や 、 団 体 、 企 業 、 地 域 な どの あら ゆる 主体 が 情報 を 
共有 し 、 感 染 リ スク 低減 の た め の 行動 を と る こと 
〇 県 民 及 び 岩 手 に 関わ る 全て の 人 が 、 
・ 密 閉 ・ 容 集 ・ 密 接 を 避け 、 マ スク の 着用 や 丁寧 な 手洗 い を 励行 する 
・ ツ ソー シャ ルディ スタ ンス (社会 的 距離 ) を 確保 する 
画 個 人 の 努力 が 実ら ず に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 場合 、 速 や か に それ 
を 把握 し 、 治 療 を 行う と と も に 、 感 染 拡 大 を 防ぐ 体制 を 構築 


2 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 特徴 


画 確 患 し て も 約 8 割 は 軽症 で 経過 、 ま た 、 感 染 者 の 約 8 割 は 人 へ の 感染 な し 
画 現 時 点 で は 、 有 効 性 が 確認 され た ワク チン は 存在 し な い 


3 新型 コロ ナウ イル ス 感 業 症 の 対処 に 関す る 全般 的 な 方 針 


(1) 情報 提供 ・ 共 有 及 びまん 延 防止 策 に より 、 ク ラス ター 等 の 封じ 込め 及び 接触 機会 を 
低減 させ 、 感 染 の 防止 と 感染 拡大 の 抑制 を 図る 。 

(2) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 及 び 適 切な 医療 の 提供 に より 、 高 齢 者 等 を 守り 、 重 症 者 
及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る べく 万 全 を 尽く す 。 

(3) 的 確 な まん 延 防止 策 及び 経済 ・ 雇 用 対策 に より 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 
に と ど め る 。 

(4) まん 延 防止 策 を 講じ る に 当たっ て は 、 以 下 の 点 に 留意 し つつ 、 よ り 社 会 経済 活動 の 
維持 と の 両立 に 配慮 し た 取組 に 移行 し て いく 。 
地域 の 感染 状況 や 医療 提供 体制 の 確保 状況 等 を 踏ま そえ ながら 、 段階 的 に 社会 経済 の 活動 レベ 
ル を 上 げ て いく こと 。 
感染 状況 は 地域 に よっ て 異な る こと か ら 、 隣県 な ど 社 会 経済 的 に つなが り の ある 地域 の 感染 
状況 に 留意 する 必要 が ある こと 。 
新しい 生活 様式 が 社会 経済 全体 で 安定 的 に 定着 する まで 、 一 定 の 移行 期間 を 設け 、 感染 拡大 
の リス ク に 応じ て 段階 的 に 移行 する こと 。 仮に 、 感染 の 拡大 が 認め られ た 場合 に は 、 速やか に 
強い まん 延 防止 対策 等 を 講じ る こと 。 


4 実施 体制 
画 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 」 を 設置 し 、 岩 手 県 医師 会 ・ 岩 手 医科 大 学 

















を は じ め と する 医療 関係 団体 や 関係 機関 、 県 民 の 協力 の も と 、 各 種 対策 を 実施 





5 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 


田 県 民 へ の 必要 な 情報 提供 や メッ セー ジ の 発信 、 注 意 喚起 
情報 提供 ・ 共 有 田 感 決 情報 等 に つい て 東北 各 県 や 市 町 村 と の 緊密 な 情報 共有 
田 国 や 県 に よる 各種 支援 策 や 相談 窓口 な どの 周知 


画 疑 似 症 串 者 の 把握 と 検査 の 実施 
画 検 査 体制 の 充実 と 定期 的 な 結果 の 公表 
画集 団 発生 の 把握 の 強化 


画 外 出 の 自 趙 要請 等 (相対 的 に リス ク の 高い 都 道 府 県 や 「 三 つの 密 」 の ある 場 な ど ) 

画 催 物 (イベ ント 等 ) の リス ク 対 応 要 請 

画 施 設 等 に お ける 感染 対策 の 徹底 

一 職場 等 に お ける 感染 拡大 の 防止 (在宅 勤務 や 時 差 通 勤 な ど ) 

画 ク ラス ター 対策 の 強化 (専門 家 等 の 派遣 、 i 

画 公 共 交通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 集まる 施設 に お ける 感染 対策 の 徹底 
画 還 に よる 検疫 の 強化 へ の 協力 





画 医 療 提 供 体制 の 確保 (入院 治療 が 必要 な 患者 へ の 医療 提供 体制 の 確保 、 
外来 診療 ・ 検 査 体制 の 確保 、 医 療 従 事 者 や 医療 物資 の 確保 な ど ) 

画 括 療 施 設 や 高齢 者 施設 等 に お ける 院内 ・ 施 設 内 感染 対策 の 徹底 

画 外 来 で の 感染 防止 

画 竹 産婦 に 対す る 感染 防止 の 取組 の 推進 

画 小 児 医療 の 診療 体制 の 整備 推進 

画 外 国人 へ の 適切 な 医療 提供 

画 適 切な 感染 対策 の 下 で の 健康 診断 及び 予防 接種 の 実施 








感染 対策 の 徹底 等 に 
児童 生徒 又は 教職 員 ( 


留意 し た 上 で の 教育 活動 の 再開 
こ 感染 の 疑い が 生じ た 場合 に お ける 適切 な 対応 


画 資 金 繰り に 万 全 を 期す た め の 人 金融 支 援 等 
画 県 民 の 生活 を 守る た め の 経 済 的 支援 

画 雇 用 の 維持 ・ 就 職 に 向け た 支援 

画 地 域 経済 を 支え る 産業 支援 


経済 ・ 雇 用 対策 


画 人権 へ の 配慮 、 社 会 課題 へ の 対応 等 
還 物資 ・ 資 材 等 の 供給 
の LE 主人 下 EE 箇 較 国 、 近 隣県 、 市 町 村 な ど 関 係 機関 と の 連携 の 推進 
画 社 会 機能 の 維持 (公共 サー ビス の 維持 な ど ) 
画 着 実 な 復興 の 推進 




















